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辻邦生のパリ滞在(6)
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　s　　へ　　N　　N　　｝　 　 　 　 　　　Nと悲惨と生々しさのなかから、それにも拘らず徐々に
生まれでるのだ。精神化がここでは歴史とともに、発
生の単純な姿を僕らにしめす。僕はそこに「死」を見
ることができた。生活は無限に繰り返される運動でし
かない。それは、しかし、その形において、はじめて
「精神」になりうるし、「無限」を見うるのだ。逆に、
生活から切りはなした「無限」は、考えられたもので
しかなく、本当にそう呼べるものではない。この一連
続、この堅い血縁、そこからかくも輝かしい肯定が生
まれるのだ。それは動機を求めることではない。生き
るという意味の発見であり、深化と同時に自覚であ
る。生活の外に求めるのではなく生活のなかに立ち、
生活が開くことにほかならないのだ。それは一つの
「死」であるが、それこそ「生きる」ことなのだ。意
味を見出すことではなくて、そこに存在することが意
味になるのだ。この空間にみちみちてこだます波のよ
うな合唱の渦は、生をその瞬間に真の「生」ならしめ
ているものだ。　　　　　　　　　　　　（3月27日）
　芸術が人々の日常生活のなかにあり、一部であ
ることを、イタリア旅行を通じて、了解したこと
はすでに述べた。そしてそれによって「生きろ」
と辻邦生が励まされたことも（拙論「辻邦生のパ
リ滞在（5）」長野大学紀要第20巻第3号）。だがそ
れは、旅行者としてイタリアを訪れて了解したの
であって、辻邦生自身がイタリアに住みついた上
での実感ではなかった。言うなれぽ頭で理解した
としてよいだろう。だが「ヨハネ受難曲」にまつ
わるエピソードは、まさしく辻邦生の生活のなか
で生じたできごとである。つまり「精神的なもの
と肉体的なもの、高貴なものと卑俗なもの、輝か
しいものと汗臭いものとが、分ちがたい一つのも
のとなって名状しがたい壮大な実体」を目撃、否
実感したのである。この感動を、とうていレコー
ドでは味わえぬ感動と辻邦生自身が励まされる様
子を知るために、この日の日記の最後までを再現
しておきたい。
　僕がかりになぐさめの旋律と呼んでいる最後から二
番目のかぐわしい救済の思いにみちた楽章にきたと
き、僕は、思わず涙ぐまずにはいられなかった。それ
は僕の疲れはて、ほとんどくじけそうになった心に果
てしなく滲みわたり、うったえ、慰め、僕をある優雅
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な透明な空間へと運んでいった。慰めの旋律は、イタ
リア風の明るさにみたされ、それはどこか遠い青空の
下の国々を見ているようだった。管弦楽がこの旋律を
かぐわしく明るく、涙にみちたやさしさで繰りかえし
つづける間、コーラスはもっと力強い、地上的な単調
な旋律でこたえていた。それは僕らに、男らしい諦
め、地上的な決断を暗示するように思われた。それは
地上に立つこと、絶望と悲哀から立ち上ること、それ
を宿命として男らしく我身に課すことを語りつづけ
た。そして最後に、絶望と悲哀から宿命的な使命に目
覚めて立上がるとき、あの、えも云われぬ慰めのモチ
ーフが混声コーラスの高まりのなかでひびくのだ。僕
はこの旋律が魂の奥の奥まで滲みとおり、思わず涙が
湧きあがった。それが地上の最後にあるもの、おそら
く永遠の天使たちの合唱なのだ。そしてそれ以外に何
があるのか。終楽節の装飾的な力強い光にみちたコー
ラスをききながら、僕は、自分のなかに、今までつか
むことのできないものの生れているのを感じた。栄光
が最後をかざった。しかしそれはあくまで装飾的な意
味をもっていた。僕は終わるのがおそろしいような、
永遠に終わらぬように祈りたい気持ちでいながら、終
わったときに、ある充溢が自分のなかにあるのを感じ
た。肌寒い教会を出、すでに荷のつきはじめた市場の
トラヅクの群の間を抜けて、シャトレまで歩いた。雨
のあとの、水かびのような臭いがただよっていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同）
　サン・トゥスターヅシュの教会にあるオルガン
は名器であるとされている。そしてこの教会の所
在地はセーヌに沿って右岸にあり、日記にもある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ．ア－ルように、この当時はパリの胃袋と言われた市場が
傍らにあった。この点からしても辻邦生が体験し
たことは象徴的である。つまり、人間にとって欠
かせぬ即物的な次元にある食料品の市場の傍らで
「ヨハネ受難曲」という宗教的な音楽を聴いた。
それが精神の高揚と充溢をもたらした。しかもそ
の世界へ導いたのが、汗をほとばしらせて歌う合
唱隊の人々で、これまた、きわめて即物的かつ生
身の人間であった。したがって二重の意味でこれ
こそが人間にとって欠くことのできぬ芸術のあり
方を示している。「生活」とは切り離せぬと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下次号）
　　　　　　　　　　　　（1999．1．7　受理）
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